
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】吸引パイプを用いた清掃機において、小枝や廃

棄物等により該吸引パイプに詰まりが生じた際に、容易

に素早く修復できる詰まり排除構造を提供する。

【解決手段】吸引パイプ２、該吸引パイプ２の入口窓３

、該入口窓３近辺に配置され該吸引パイプ２の内周面よ

り外側の位置と該吸引パイプ２の内周面を横断した位置

との間を往復動するピストン４ａと、該ピストン４ａを

駆動する駆動手段６により、吸引パイプ２の詰まり排除

構造を構成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 記 吸 引 パ イ プ （ ２ ） の 軸 （ ２ ａ ） 及 び 入 口 窓 （ ３ ） を 規 定 す る 吸 引 パ イ プ （ ２ ） か ら な
る 清 掃 機 に お け る 、 廃 棄 物 及 び 類 似 品 の 吸 引 装 置 で あ っ て 、 そ れ は 前 記 吸 引 パ イ プ （ ２ ）
か ら 障 害 物 を 排 除 す る の に 適 し た 前 記 入 口 窓 （ ３ ） 近 辺 の 前 記 パ イ プ （ ２ ） の 掃 除 装 置 （
４ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
掃 除 装 置 （ ４ ） は 前 記 吸 引 パ イ プ （ ２ ） と 干 渉 し 、 そ し て 前 記 軸 （ ２ ａ ） に 対 し て 空 間 的
に 傾 斜 す る 前 方 軌 道 （ ５ ） を 有 す る ピ ス ト ン （ ４ ａ ） を 含 み 、 そ し て 前 記 ピ ス ト ン （ ４ ａ
） は 前 記 吸 引 パ イ プ （ ２ ） 外 側 の 待 機 位 置 と 、 前 記 入 口 窓 （ ３ ） の 前 記 吸 引 パ イ プ （ ２ ）
内 の 前 進 位 置 と の 間 で 動 く こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に よ る 吸 引 装 置
【 請 求 項 ３ 】
前 記 前 方 軌 道 （ ５ ） に お け る 前 記 ピ ス ト ン （ ４ ａ ） が 前 記 パ イ プ （ ２ ） と 完 全 に 交 差 す る
、 請 求 項 ２ に よ る 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ピ ス ト ン （ ４ ａ ） は 流 体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ （ ６ ） に よ り 駆 動 さ れ る 、 請 求 項 ２ に
よ る 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 流 体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ （ ６ ） が 水 圧 シ リ ン ダ で あ る 、 請 求 項 ４ に よ る 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ピ ス ト ン （ ４ ａ ） は 凹 面 作 用 平 面 （ ４ ｂ ） を 有 す る 請 求 項 ２ に よ る 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 掃 除 装 置 （ ４ ） は 制 御 部 材 （ ８ ） に よ り 駆 動 さ れ 、 そ し て 前 記 清 掃 機 は 制 御 器 に よ り
駆 動 さ れ 、 前 記 制 御 部 材 （ ４ ） は 前 記 清 掃 機 の 前 記 制 御 器 近 辺 に あ る 、 請 求 項 １ に よ る 吸
引 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 入 口 窓 を 有 す る 吸 引 パ イ プ か ら な る 清 掃 機 に お い て 、 廃 棄 物 及 び 類 似 品 の 吸 引
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
地 面 か ら 廃 棄 物 を 吸 引 し 、 そ れ を 内 部 容 器 に 貯 蔵 す る 、 道 路 、 広 場 及 び 類 似 場 所 を 清 掃 す
る た め の 機 械 は 現 在 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 機 会 は 地 面 近 く に 配 置 さ れ た 入 口 を 有 す る 複 雑 な 吸 引 シ ス テ ム を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 っ て そ の 入 口 は 廃 棄 物 が 通 過 す る 清 掃 機 の 最 初 の 部 分 で あ り 、 更 に 掃 除 さ れ 、 清 掃 さ れ
る べ き 地 面 に 最 も 近 い 清 掃 機 の 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の 入 口 の 基 礎 部 分 は 吸 引 パ イ プ の 窓 で あ り 、 こ れ を 通 し て 廃 棄 物 及 び 他 の 物 質 が 吸 引 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 窓 の 入 口 が 少 し で も 詰 ま る と 清 掃 機 が 全 く 役 に 立 た な く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
既 知 技 術 の 欠 点 は 入 口 が か さ ば る 廃 棄 物 に よ り し ば し ば 詰 ま る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 廃 棄 物 は 、 吸 引 入 口 、 特 に パ イ プ 窓 近 く の 部 分 で 詰 ま り が よ く 起 こ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 掃 除 機 の 作 動 を 中 断 し 、 挟 み 又 は 他 の 道 具 で 手 で 吸 引 パ イ プ を 外 す こ と が 必 要 で あ
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る 。 前 記 動 作 は 労 働 集 約 型 で あ り 、 機 械 停 止 を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 問 題 は 吸 引 パ イ プ 及 び パ イ プ 自 身 の 窓 の 直 径 を 増 加 さ せ る こ と に よ り 一 部 解 決 す る こ
と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か し 上 記 解 決 法 は 吸 引 シ ス テ ム 全 体 の 再 設 計 、 特 に そ の シ ス テ ム の パ ワ ー の 増 強 を 必 要
と し 、 更 に そ れ は 枝 、 小 枝 及 び 廃 棄 物 の 他 の 特 別 に 大 き な 物 に よ る 詰 ま り に 対 す る 救 済 手
段 を 提 供 し な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 状 況 で 、 こ の 発 明 の 基 本 に あ る 技 術 的 課 題 は 、 言 及 し た 欠 点 を ほ ぼ 解 決 で き る 廃 棄 物
及 び 類 似 品 の 吸 引 装 置 を 思 い つ く こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 技 術 的 課 題 の 中 で 本 発 明 の 重 要 な 目 的 は 枝 や 類 似 物 の よ う な か さ ば る も の で あ っ て も
廃 棄 物 に よ り 邪 魔 さ れ ず 、 邪 魔 さ れ た 場 合 に 容 易 に 素 早 く 修 復 で き る 装 置 を 製 作 す る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ の 技 術 的 課 題 は 、 前 記 吸 引 パ イ プ か ら 障 害 物 を 排 除 す る の に 適 し た 前 記 入 口 窓 近 く の 掃
除 装 置 を 含 み 、 前 記 吸 引 パ イ プ の 軸 と 入 口 窓 を 規 定 す る 吸 引 パ イ プ か ら な る 清 掃 機 に お い
て 廃 棄 物 及 び 類 似 品 の 吸 引 装 置 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 図 に 関 し て 、 本 発 明 に よ る 装 置 は 全 体 を 通 し て 数 字 １ に よ り 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ れ は 道 路 及 び 類 似 場 所 に お け る 清 掃 の た め の 廃 棄 物 吸 引 シ ス テ ム を 含 む 機 械 上 で 使 用 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 吸 引 シ ス テ ム は 、 掃 除 機 内 の 廃 棄 物 を こ の 目 的 用 に 備 え ら れ た 容 器 へ 搬 送 す る 吸 引 パ
イ プ ２ を 必 ず 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
吸 引 パ イ プ ２ は 入 口 窓 ３ を 介 し て 外 に 通 じ て お り 、 入 口 窓 ３ 近 辺 に 配 置 さ れ た パ イ プ ２ の
掃 除 装 置 ４ を 都 合 よ く 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 掃 除 装 置 ４ は 吸 引 パ イ プ ２ を い か な る 障 害 物 か ら も 解 放 す る こ と に 適 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 目 的 の た め 、 掃 除 装 置 ４ は 吸 引 パ イ プ ２ と 干 渉 す る 前 方 軌 道 ５ を 有 す る ピ ス ト ン ４ ａ
か ら 適 切 に 構 成 さ れ る 。 前 方 軌 道 ５ は 吸 引 パ イ プ ２ の 軸 ２ ａ に 関 し て 空 間 的 に 傾 斜 し て い
る こ と が 望 ま し く 、 前 記 軸 ２ ａ と 交 差 す る 。 そ れ は 従 っ て 窓 ３ 近 辺 の パ イ プ ２ 全 域 と 交 差
し 、 そ こ に あ る い か な る 要 素 も 捕 ま え る こ と を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ピ ス ト ン ４ ａ の 前 方 移 動 は 次 に 入 口 窓 ３ へ 向 か い 、 前 記 窓 ３ を 適 切 に 横 断 し 、 そ の 向 こ う
へ 行 く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
待 機 位 置 に あ る 場 合 、 吸 引 パ イ プ の 断 面 を 減 少 さ せ な い よ う に 、 そ し て 廃 棄 物 と 交 差 す る
障 害 物 に な ら な い よ う に 、 ピ ス ト ン ４ ａ は 吸 引 パ イ プ ２ の 外 に 留 ま る 。 そ れ は 、 そ の 中 へ
割 り 込 む の で は な く 、 い か な る 廃 棄 物 も 捕 ま え る の に 適 し た 凹 面 の 作 用 平 面 ４ ｂ を 備 え た
ヘ ッ ド を 都 合 よ く 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ピ ス ト ン ４ ａ は 更 に 流 体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ ６ 、 よ り 望 ま し く は 、 例 え ば 単 動 式 の 水 圧
シ リ ン ダ に よ り 駆 動 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 そ れ は 弾 性 体 6ｂ に 対 抗 し て 作 動 す る ポ ン プ
６ ａ に よ り 駆 動 さ れ る 。 流 体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ ６ も ま た パ イ プ ２ の 外 に 配 置 さ れ 、 こ
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れ と 干 渉 し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
装 置 １ は 更 に 掃 除 装 置 ４ の 制 御 シ ス テ ム ７ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 制 御 シ ス テ ム ７ は 適 切 な 電 気 式 の 制 御 部 材 ８ と 伝 達 手 段 ９ か ら 適 切 に 構 成 さ れ 、 こ れ
が 前 記 制 御 部 材 ８ を 流 体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ ６ 駆 動 す る ポ ン プ ６ ａ へ 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
制 御 部 材 ８ は 、 操 作 が 非 常 に 簡 単 で か つ 迅 速 な よ う に 前 記 掃 除 機 の 制 御 器 近 辺 に 配 置 さ れ
る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
構 造 的 に 上 で 述 べ た 本 発 明 に よ る 吸 引 装 置 の 作 動 は 以 下 の 如 く で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
清 掃 機 が 作 動 す る 場 合 は 、 吸 引 シ ス テ ム は 吸 引 パ イ プ ２ を 介 し て 廃 棄 物 及 び 類 似 品 を 吸 い
込 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
廃 棄 物 は 窓 ３ を 通 過 し 、 パ イ プ へ 吸 引 さ れ 、 こ こ か ら 通 常 は 清 掃 機 内 部 の 容 器 へ 貯 蔵 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
廃 棄 物 の 通 過 の 間 に 、 ピ ス ト ン ４ ａ は 、 パ イ プ の 外 に あ り 弾 性 体 ６ ｂ に よ り 前 記 位 置 に 保
た れ る た め 、 パ イ プ ２ を 妨 げ た り 妨 害 し た り し な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
既 に 特 定 し た よ う に 、 例 え ば 枝 の よ う な 特 に か さ ば る 廃 棄 物 は 、 清 掃 機 の 作 動 中 に 吸 引 パ
イ プ ２ で し ば し ば 詰 ま る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 廃 棄 物 は 、 掃 除 装 置 ４ が 配 置 さ れ る 窓 ３ 又 は そ の 近 辺 で 吸 引 パ イ プ ２ を 邪 魔 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 タ イ プ の 問 題 発 生 の 場 合 は 、 そ れ に 気 付 い た オ ペ レ ー タ が 制 御 部 材 ８ を 介 し て 掃 除 装
置 ４ を 簡 単 に 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
特 に 弾 性 体 ６ ｂ に 対 抗 し て 流 体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ ６ を 動 か す ポ ン プ ６ ａ が 作 動 さ れ る
。 ピ ス ト ン ４ ａ は 次 に 前 記 廃 棄 物 を 窓 ３ に 向 か っ て 押 し 、 そ し て 窓 ３ を 経 由 し て 吸 引 パ イ
プ ２ か ら そ れ を 排 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
掃 除 装 置 ４ は 次 に 窓 ３ を そ の 詰 ま っ た 廃 棄 物 か ら 開 放 す る 。 動 作 の 最 後 に ポ ン プ ６ ａ は 流
体 ダ イ ナ ミ ッ ク シ リ ン ダ ６ へ の 作 用 を 中 断 し 、 弾 性 体 ６ ｂ に よ り 吸 引 パ イ プ ２ の 外 側 へ 押
し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 は 重 要 な 利 点 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
装 置 １ は 掃 除 装 置 ４ に よ り 、 吸 引 パ イ プ ２ を 迅 速 に か つ 作 業 を 中 断 せ ず 解 放 し 、 こ れ に よ
り 清 掃 機 の 完 全 な 作 動 を 復 旧 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
制 御 部 材 ８ は 更 に 清 掃 機 制 御 器 近 辺 に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 操 作 が 迅 速 か つ 簡 単 に な り 、
こ の 結 果 無 駄 時 間 が よ り 短 く な り 、 道 路 や 類 似 場 所 の よ り 迅 速 な 清 掃 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
装 置 ４ は も し ピ ス ト ン ４ ａ に よ り 構 成 さ れ る な ら ば 、 更 に 構 造 的 に 非 常 に 簡 単 で 、 直 線 的
か つ 頑 丈 で 、 従 っ て 誤 動 作 及 び 同 様 の こ と は 稀 に し か 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
最 後 に そ れ が 休 止 中 は 、 吸 引 パ イ プ ２ へ の 障 害 物 と は な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 の 更 な る 特 徴 及 び 利 点 は 、 付 属 図 面 に 関 し て 本 発 明 の 好 適 実 施 形 態 に 関 す る 以 下 の
詳 細 説 明 に よ り 、 よ り よ く 明 ら か と な る 。
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 装 置 を 不 等 角 投 影 に よ り 図 示 す る 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 断 面 を 図 示 す る 。
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